
３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

・町内会等への補助金等による各種経費負担の支援や、協力関係の維持等に引き続き努める。
・コミュニティセンターでの講座事業の充実を図り、もってコミュニティセンターで地域活動を実施する登録団体数の増加を図る。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-12 自治振興費 町内会等に要する経費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

2-1-12 自治振興費 町内会地区集会所等に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである2-1-12 自治振興費 コミュニティセンターの管理運営に要する経費

事業費 181,053千円 420,354千円 216,495千円 実績値

目標値

成果指標

町内会等組織数（累計） 団体
目標値 192 194

コミュニティセンター利用者数 人
目標値 100,000 100,500 101,000

320 320

実績値 228 226 182 186 183
コミュニティセンター登録団体数 団体

目標値 310 310 310

箇所
目標値 153 154 155

101,500 102,000

実績値 46,034 66,890 78,905 96,250 93,750

156 157

実績値 151 150 157 159 159
集会施設数

目標値

実績値

196 198 200

実績値 194 195 196 200 201

実績値

187 189 191 193

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値 83 147 218 214 243

11 11 11 11

実績値 10 11 6 6 5

3 3 3 3

実績値 3 3 3 3 3関係するSDGs

活動指標

町内会等への加入促進の広報
活動

回
目標値

目標値

区分 令和３年度

3

集会施設の新設、改築、修繕に
対する補助

箇所
目標値 11

単位：千円
コミュニティセンター講座等事業数 回

目標値 185

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンターの保全改修工
事（永治プラザ）

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンター保全改修工事
（永治プラザ）及び関係者調整（船穂
コミュニティセンター）
・平賀地区構造改善センターの大規
模改修工事の基本設計

・町内会等の活動助成
・町内会等の設立に向けた団体へ
の資料提供
・町内会等への加入促進の広報活
動
・地区集会所の建設費又は修繕費
の助成
・指定管理者によるコミュニティセン
ターの管理運営
・コミュニティセンター保全改修工事
の設計（船穂コミュニティセンター）
・平賀地区構造改善センターの大規
模改修工事の実施設計

根拠法令
関連計画

印西市行政協力交付金交付要綱、印西市町内
会等活動費補助金交付要綱、印西市町内会等
地区連絡会活動費補助金交付要綱、印西市コ
ミュニティセンターの設置及び管理に関する条
例、印西市青年館の設置及び管理に関する条
例及び同条例施行規則、印西市集会所の設置
及び管理に関する条例及び同条例施行規則、
印西市構造改善センターの設置及び管理に関
する条例及び同条例施行規則、印西市集会施
設整備事業補助金交付要綱

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 コミュニティ活動の推進

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 68

単位：円

当初予算 181,053,000円

事業の実施目的
及び概要

　市と町内会等の相互協力関係を推進し、行政運営の円滑化及び地域社会における住民自治の振興を図るた
め、コミュニティ活動を支援するとともに、町内会活動等への参加の場を確保するため、活動拠点となる集会施
設の整備を促進します。
　また、市民相互の理解を深め、より強い絆を持った地域づくりを推進するため、市内４館のコミュニティセン
ターにおいて、コミュニティの醸成事業を行い、地域コミュニティの充実を図ります。

予算現額 162,564,000円

決算額 154,111,772円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 コミュニティ活動の推進 担当部署名 市民活動推進課

令和７年度の
事業実績・成果

行政協力交付金、町内会等活動費補助金、町内会等地区連絡会補助金を
交付し、円滑な行政運営及び町内会活動等の活性化を図った。
また、印西市町内会自治会連合会作成の町内会加入促進パンフレットを活
用し、町内会等への加入促進を図った。
町内会等へ集会施設整備事業補助金を交付し、町内会等が管理する集会
施設の整備、充実を図った。
コミュニティセンターの講座事業数は、大幅に増やすことができ、地域活動
の推進につながった。
また、永治コミュニティセンターについては、建築後28年が経過し、今後も市
民が安全快適に利用できるよう、長寿命化計画に基づき、保全改修工事の
契約を締結した。関連施策 【5-1】　市政への参加と地域活動の推進



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

魅力と活力のあるまちづくりを推進するため、市民活動や協働事業の活性化を図れるよう、引き続き事業を継続していく。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-12 自治振興費 市民活動支援事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

事業費 28,819千円 28,671千円 29,390千円 実績値

目標値

成果指標

協働事業の実施件数 件
目標値 80 82

まちづくりファンド実施件数 件
目標値 12 12 12

実績値

目標値

団体
目標値 200 210 220

12 12

実績値 10 18 17 22 24

230 240

実績値 199 219 228 230 258

市民活動支援センター登録団
体数

目標値

実績値

84 86 88

実績値 83 87 82 81 88

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

10,000 10,500 10,500 11,000

実績値 7,460 9,307 10,523 9,142 10,888

7 7 7 7

実績値 6 6 7 6 7関係するSDGs

活動指標

市民活動推進委員会の開催数 回
目標値

目標値

区分 令和３年度

9

市民活動支援センター年間利
用者数

人
目標値 10,000

単位：千円 目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

★指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営（機能強化及び
常駐職員増員）
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援

・指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援

・指定管理者による市民活動支援
センターの管理運営
・市民活動に関する情報の収集及
び提供
・協働事業の推進
・公益信託印西市まちづくりファンド
事業の支援

根拠法令
関連計画

印西市市民活動推進条例
印西市市民活動支援センターの設
置及び管理に関する条例及び同条
例施行規則
市民活動団体（NPO等）との協働を
進めるためのガイドライン 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 市民の主体的な活動の支援

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 69

単位：円

当初予算 28,819,000円

事業の実施目的
及び概要

　市民活動の推進及び活性化を図るため、活動を行うために必要な「場」「資金」「情報」「交流」等に関する
様々な支援策を実施します。

予算現額 27,202,000円

決算額 26,648,524円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 市民の主体的な活動の支援 担当部署名 市民活動推進課

令和７年度の
事業実績・成果

指定管理者による市民活動支援センターの管理運営、市民活動推進委員
会の運営、市民活動に関する情報の収集・提供、企画提案型協働事業の
実施、まちづくりファンドの実施等により、市民活動団体への支援や協働事
業を推進し、市民活動の推進及び活性化を図った。

関連施策 【5-1】　市政への参加と地域活動の推進



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

市民が行政に関心をもち、率直な意見をいただけるよう、引き続き、わかりやすい情報の提供・収集方法の工夫に努める。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-6 企画費 市民参加推進事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

事業費 127千円 127千円 127千円 実績値

目標値

成果指標

公募市民が委嘱されている審
議会等の数

件
目標値 35 35

市民意見公募手続の平均応募
件数

件
目標値 10 10 10

実績値

目標値

％
目標値 25 25 25

10 10

実績値 7 7 21 34 49

25 25

実績値 14 14 17 13 14

公募可の審議会等における公
募委員の割合

目標値

実績値

35 35 35

実績値 26 26 26 25 28

実績値

2 2 2 2

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値 2 2 2 2 2

1 1 1 1

実績値 1 1 1 1 1

2 1 2 1

実績値 1 1 1 1 1関係するSDGs

活動指標

市民参加推進委員会の開催 回
目標値

目標値

区分 令和３年度

1

市民参加実施状況の公表 回
目標値 1

単位：千円
庁内へ市民参加手続きの周知 回

目標値 2

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知

・市民参加推進委員会の開催
・市民参加実施状況の公表
・庁内への市民参加条例の周知

根拠法令
関連計画

印西市市民参加条例及び同条例施
行規則

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 市民参加意識の向上

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 70

単位：円

当初予算 127,000円

事業の実施目的
及び概要

　市民が主体的に行政に関わるための基本的な事項を定めた市民参加条例により市民参加を推進し、魅力と
活力のある地域社会の発展に寄与します。

予算現額 127,000円

決算額 68,100円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 市民参加意識の向上 担当部署名 市民活動推進課

令和７年度の
事業実績・成果

・市民参加推進委員会の開催１回
・市民参加実施状況及び実施予定の公表
・市民との協働及び市民参加に関する職員研修１回

関連施策 【5-1】　市政への参加と地域活動の推進



３．事業実績等

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 71

単位：円

取組方針
男女共同参画社会の実現に向けた

取組の推進/人権尊重の推進

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

当初予算 3,408,000円

事業の実施目的
及び概要

　市民一人ひとりが、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を
十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現のために、人権尊重と男女共同参画意識の醸成を図
るとともに、多様な生き方を実現するための環境整備や、誰もがいかなる差別や暴力を受けることなく安心して
安全に暮らせるための取組等を、男女共同参画プランに基づき総合的に推進します。
　また、すべての人々の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会を実現するため、人権擁護委
員と連携を図り、人権教育や啓発講座などの人権擁護活動を総合的に推進します。

予算現額 3,408,000円

決算額 3,031,130円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名
人権尊重の推進と

男女共同参画社会の実現に向けた取組
担当部署名 市民活動推進課

令和７年度の
事業実績・成果

各種事業の開催や情報紙の発行、ホームページや市のＬＩＮＥなどによる情
報発信を行い市民への啓発を図った。
令和7年度は新たに市民活動団体との協働事業を実施し、イオンでのイベ
ントや映画会などを開催することができた。
男女共同参画推進委員会を２回開催した。
令和７年４月に印西市男女共同参画センターを開設し、情報提供や団体の
活動支援を行った。
人権教室は小学校１８校、中学校７校で実施することができ、2,417人の児
童生徒に対し、いじめや性的マイノリティなどをテーマとした人権啓発を
行った。今後も継続して実施していく。

関連施策 【5-2】　人権尊重と男女共同参画社会の実現

関係するSDGs

活動指標

講座等の開催数 回
目標値 6 6

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

根拠法令
関連計画

男女共同参画社会基本法、配偶者
からの暴力の防止及び被害者の保
護等に関する法律、女性の職業生
活における活躍の推進に関する法
律、印西市男女共同参画プラン、人
権教育及び人権啓発の推進に関す
る法律、人権擁護委員法

6 6 10

実績値 6 8 10 12 13

情報紙の発行回数 回
目標値 2 2 2 2 2

実績値 2 3 2 2 2

単位：千円 目標値

実績値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・男女共同参画プランの進行管理
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・男女共同参画センター開設、運営
・人権啓発事業の実施

・男女共同参画プランの進行管理
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・男女共同参画センター運営
・人権啓発事業の実施

・男女共同参画プランの進行管理
・男女共同参画プラン（次期プラン）
の策定業務（意識調査）
・主催事業の実施
・啓発資料の掲示及び配布
・情報紙の発行
・男女共同参画推進委員会の開催
・男女共同参画センター運営
・人権啓発事業の実施

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度）

実績値

目標値

実績値

目標値

190 190 260

実績値 94 183 354 364 579

目標値 190 190

30 30 30 30

実績値 29 30 30 30 29

目標値 30

実績値

目標値

実績値

目標値

事業費 3,408千円 3,060千円 6,060千円 実績値

目標値

成果指標

講座等の参加者数 人

審議会等の女性委員比率 ％

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-6 企画費 男女共同参画推進事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

男性向けの講座や、映画会、ワークショップなどさまざまな講座を実施
することができた。

2-1-6 企画費 人権擁護に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
イオンホールでの自由来場型のイベントの実施や、女性視点の防犯防
災に関する講座を開催し参加者の増加を図ることができた。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった 引き続き講座内容や形式を工夫しながら啓発していく。

６．今後の方向性

今後の方向性や課題等

男女共同参画が身近な課題であることを広く継続的に周知啓発していく必要がある。



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

女性の悩み相談は、令和7年度からコスモスパレットを会場に実施し利便性の向上を図ることができた。女性が抱えるさまざまな
悩みが解消へ繋がるよう継続した支援を行っていく。

③総合的な評価 C　計画をやや下回る事業実績・成果であった 相談者数の目標値を達成できなかったため。

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-6 企画費 男女共同参画推進事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである 計画通りに実施することができた。

3-1-1 社会福祉総務費 DV被害者支援事業

②成果に対する評価 C　目標値をやや下回る 相談者数は目標値をやや下回った。

事業費 3,107千円 2,761千円 5,761千円 実績値

目標値

成果指標

女性の悩み相談者数 人

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

120 120 120

実績値 69 54 81 66 91

目標値 120 120

実績値

目標値

実績値

目標値

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

・女性の悩み相談の実施
・DV被害者の緊急避難の際の金銭
的支援
・関係各課、県女性サポートセン
ター、警察署、民間施設との連携強
化

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度）

単位：千円
DV被害者支援周知回数 回

目標値 1 1 2 2 2

1 2 2 2実績値 1

女性の悩み相談日数 日
目標値 24 24 24 24 24

実績値 24 24 24 24 24

12 12 12

実績値 12 12 12 12 12

担当部署名
市民活動推進課
子育て支援課

令和７年度の
事業実績・成果

女性の生き方や家族の問題などに関する悩みに対し、専門のカウンセラー
による相談を実施して、相談者の悩みが解消するように努めた。
令和７年度より女性の悩み相談はコスモスパレットで実施し利便性の向上
を図った。
ＤＶ被害者やその他の悩みを抱える女性に対し、関係機関と連携を図りな
がら適切な支援ができるように努めた。（緊急避難のための支援金：実績
なし）

関連施策 【5-2】　人権尊重と男女共同参画社会の実現

関係するSDGs

活動指標

女性の悩み相談周知回数 回
目標値 12 12

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

根拠法令
関連計画

配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律
印西市男女共同参画プラン

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 72

単位：円

取組方針 相談支援体制の充実

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

当初予算 3,107,000円

事業の実施目的
及び概要

　関係機関との連携を通して相談事業の実施や適切な情報提供などを行い、悩みを抱える女性やDV（配偶者
など暴力）被害者を支援していきます。
　相談者が安全に安心して相談できるよう体制を整備するとともに、専門的知識や経験を有する人材の確保に
努めます。

予算現額 3,107,000円

決算額 2,657,702円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 相談支援体制の充実



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

引き続き、職員のDXリテラシー向上を図りながら、地方創生交付金等を活用し、行政手続きの電子化に努める。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-11 電子計算費 電子行政推進に要する経費 ①活動に対する評価 A　目標値を上回る

2-1-11 電子計算費 情報基盤整備に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
公共施設予約システムのWEB受付の割合が目標を下回ったが、
他の指標で目標を上回ったため

17,000 18,000

事業費 347,813千円 347,813千円 347,813千円 実績値 - - 16,971
公開型GISの閲覧数 回

目標値 - - 16,000

成果指標

職員向け研修参加者数 延べ人数

公共施設予約システムの安定稼働率 ％

19,471 21,884

70 72

- - 60 59 63
公共施設予約システムのWEB受付の割合 ％

目標値 - - 68

- -
実績値 982 789 - - -

WEB会議用パソコン貸出 延べ台数
目標値 160 320 -

- -
実績値 100 100 - - -

パソコン更新率 ％
目標値 100 100 -

99 - - -
実績値 100 100 - - -

目標値 99

150 200 250
実績値 145 376 205 181 392

目標値 50 100

- -

実績値 5 0 - - -
WEB会議用パソコン購入・更新 台

目標値 5 5 -

- 2 2 2

実績値 - - 2 1 3

250 300

実績値 103 197 374 448 907

パソコン更新 台
目標値 240 250 - - -

実績値 244 273 - - -

4,000 6,000

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値 - -

単位：千円 公共施設予約システムのキャッシュレス決済利用
件数

回
目標値 - -

3,384 11,906 16,822

- -

実績値 2 2 - - -

公共施設予約システムの停止を伴う定期メンテナ
ンス

回
目標値 2 2 -

2 4

実績値 2 5 6 6 6

令和７年度

関係するSDGs

活動指標

職員向け研修 回
目標値 2 2 2

2,000

年度別の事業計画
（具体的な内容

及び数量）

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
★RPA等の導入拡大に向けての検
討
・キャッシュレス決済の運用
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
★DX外部人材の登用
★業務へのAI導入の検討
★スマートシティの調査研究

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
★RPA等の導入拡大に向けての検
討
・キャッシュレス決済の運用
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
★DX外部人材の登用
★業務へのAI導入の検討
★スマートシティの調査研究

・職員向け研修（セキュリティ、ＧＩＳ
等）の実施
・電子申請手続き、ぴったりサービス
の推進
・公共施設予約システムの運用
★RPA等の導入拡大に向けての検
討
・キャッシュレス決済の運用
・デジタルデバイド対策の実施
・HPでのＡＩチャットボットの運用
・市民協働投稿サービスの運用
★DX外部人材の登用
★業務へのAI導入の検討
★スマートシティの調査研究

電子申請手続き、ぴったりサービスの手続数 手続
目標値 37 39 70

公開型GISに新規搭載する地図数 枚
目標値 -

単位 区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

－関連施策 【5-3】　行政の電子化・情報化の推進

根拠法令
関連計画

印西市DX推進方針
取組方針

ＩＣＴの活用などによる効率的な行政運営
/電子行政の推進

総合戦略
基本目標②新しいひとの流れをつくる
基本目標④ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力
的な地域をつくる

指標内容

■HPでのAIチャットボットの運用
　アクセス数13,111件　　質問数36,274件
■市民協働投稿サービスの運用
　登録者数　405人　　投稿数　216件
■DXアドバイザーの登用
　内閣府の事業を活用し民間企業から招聘した
　DXアドバイザーから、「印西市行政改革実行戦
略」の策定に際し、支援を受けた。
　■業務へのAI導入
　生成AIに慣れるためのワークショップを行った。
　のべ参加人数　171名

当初予算 347,813,000円

事業の実施目的
及び概要

　ＩＣＴ分野における技術革新や環境の変化に柔軟に対応しながら、市民生活が向上するよう電子申請手続き
やキャッシュレス決済の拡充などデジタル・トランスフォーメーションに取り組むとともに、並行してデジタルデバ
イド対策を講じ、市民の利便性向上に努めます。また、庁内の情報機器などの配備・更新を進めて、高い情報
セキュリティ水準を維持しながら、新たな技術動向の調査検討を進めることで業務の安定稼働と効率化が図れ
るよう取り組みます。

予算現額 343,864,000円

決算額 336,978,037円

翌年度
繰越額

実施計画事業名 電子行政の推進 担当部署名 DX推進課

令和７年度の
事業実績・成果

■職員向け研修
　Excel研修　7/24、9/12（28名）　PowerPoint研修　7/25、9/11（15名）
　BPRワークショップ研修　8月～12月　5回　（11名）
　生成AI研修　7/30、9/3、10/15,11/10（のべ68名）
　DX基礎研修（eラーニング）　12月から3月　受講者184名
　DX基礎研修（階層型）　12/18、12/22、12/23、12/24、1/9（のべ86名）
■電子申請手続き、ぴったりサービスの推進
　ちば電子申請手続き（874手続き）、ぴったりサービス（33手続き）
■公共施設予約システムの運用
　コスモスパレットでのシステム利用開始
■RPA等の導入拡大
　スズメバチ補助金申請登録業務
　給付金口座登録業務
  乳幼児健康診査実施状況届ＡＩ-ＯＣＲ読み取り業務
■地方創生交付金を活用した事業の支援
　キャッシュレス決済対応セミセルフレジ導入事業
■デジタルデバイド対策として公民館等が実施する
   スマホ講座の開催支援（高齢者向け3回）

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 73

単位：円



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

令和８年１月に、目指すべき広報の姿などを定める広報戦略を策定した。具体的な行動計画（アクションプラン）も策定してること
から、その確実な実行を図り、進行管理を行っていく。
市民が必要とする情報をわかりやすく、正確に伝えるため、広報紙について、令和８年５月号から紙面のリニューアルを実施し
た。市ホームページについても、令和９年３月のリニューアルに向けて準備を進めていく。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった
ホームページや市公式SNSなどの広報媒体により、積極的な情報発信
をしていく。

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-2 文書広報費 広報活動に要する経費 ①活動に対する評価 C　目標値をやや下回る
全職員で広報に取り組む姿勢を浸透させ、市公式SNSなどの広報媒体
を活用し、情報を積極的に発信していく。

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
広報紙の全戸配布の効果により、世帯配布率が向上した。
広報紙自動配信アプリ登録件数、市公式Xフォロワー数を増やすため、
引き続き周知していく。

事業費 44,423千円 79,423千円 44,423千円 実績値

目標値

成果指標

広報紙発行部数 部
目標値 29,000 28,900

市公式エックス（旧ツイッター）
フォロワー数

件
目標値 3,700 3,800 3,900

66 67

実績値 - - 62 59 97

広報紙の世帯配布率（アプリ登
録者含む）

％
目標値 - - 65

件
目標値 2,900 3,000 3,100

6,000 6,500

実績値 4,928 5,463 5,757 6,251 6,523

6,000 8,500

実績値 3,998 5,409 7,105 7,743 8,798
広報紙自動配信アプリ登録件数

目標値

実績値

28,800 - -

実績値 27,300 25,600 24,700 - -

件
60 65 120 120 120

実績値 113 85 76 86 79

55 450 450 450

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値 442 443 260 259 374

3,500 4,500 4,500 6,500

実績値 4,418 4,568 4,248 4,475 4,870

24 24 24 24

実績値 24 24 24 24 18関係するSDGs

活動指標

広報紙発行回数 回
目標値

目標値

区分 令和３年度

24

ホームページコンテンツ数 件
目標値 3,500

単位：千円 市公式エックス（旧ツイッター）
発信件数

件
目標値 50

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・広報紙の発行（月２回※10月から
は1回）
・広報紙の新聞折込、郵送、戸別投
函による配付（10月からは全戸配
布）及び各公共施設・駅などへの配
置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

・広報紙の発行（月１回）
・広報紙の全戸配布及び各公共施
設・駅などへの配置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページのリニューアル
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

・広報紙の発行（月１回）
・広報紙の全戸配布及び各公共施
設・駅などへの配置
・ホームページ、SNS、動画による情
報発信
・ホームページ管理システム操作研
修を実施し内容の充実を図る。

マスコミへの情報提供数

根拠法令
関連計画

印西市広報広聴規則
印西市広報レポーター設置要綱
印西市DX推進方針
印西市市政情報の公表及び提供の
積極的な推進に関する要綱 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 時代に即した情報発信

総合戦略
基本目標②新しいひとの流れをつくる
基本目標④ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力
的な地域をつくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 74

単位：円

当初予算 44,423,000円

事業の実施目的
及び概要

　市政情報や地域の出来事、まちの魅力などを幅広く発信することを目的に、市ホームページや広報紙につい
ては必要に応じて見直しを図るとともに、SNSや動画など、時代に即した情報発信手段の活用を図ります。

予算現額 42,725,000円

決算額 41,579,787円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 時代に即した情報発信 担当部署名 秘書広報課

令和７年度の
事業実績・成果

【広報紙発行】
・外部委託により、レイアウト、デザイン、図表等の作成に専門技術を取り入れ、分
かりやすく読みやすい紙面編集に努めた。
・内容の充実を図るため、１０月から発行回数を毎月１回とするとともに、市に関する
情報を確実に市民へ届けるため、全戸配布を開始した。また、市内の駅や郵便局な
どへも広報紙を配布した。
・市民の視点を取り入れるため、広報レポーターによる取材記事を掲載し、市の住み
良さやまちの魅力を紹介した。
・スマートフォンアプリによる広報紙の配信及びその周知に努めた。
【ホームページ等】
・インターネットが持つ即時性を活かし、SNSや動画を活用した積極的な情報発信に
努めた。
・ホームページ操作研修を実施し、適切なコンテンツ作成、アクセシビリティの確保に
ついて周知を図った。関連施策 【5-3】　行政の電子化・情報化の推進



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

６．今後の方向性
4-1-1 保険衛生総務費 後期窓口業務委託に要する経費

今後の方向性や課題等
　【国民健康保険特別会計予算】

マイナンバーカードの利用促進。
新たな納付環境の情報収集及び国保税収納率の向上に努める。

1-1-1 一般管理費

国民健康保険費 国保窓口業務委託に要する経費

3-5-1 国民年金総務費

一般管理事務に要する経費

1-2-1 賦課徴収費 賦課徴収に要する経費

国民年金事務に要する経費

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-10 出張所費
中央駅前出張所事務に要する経費、滝野出張所施設管理に
要する経費

①活動に対する評価 A　目標値を上回る

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
2-3-1 戸籍住民基本台帳費

戸籍電算処理に要する経費、住民基本台帳事務に要する経
費、窓口事務に要する経費

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった3-1-3

事業費 857,211千円 237,771千円 237,771千円 実績値

目標値

成果指標

市税の収納率 ％
目標値 94.5 94.7

国保口座振替実施率 ％
目標値 30.0 30.5 31.0

実績値

目標値

％
目標値 6 8 10

31.5 32.0

実績値 26.3 26.7 26.4 26.6 25.3

30 36

実績値 11 17.4 35.5 45.3 49.9

コンビニ等での証明書（住民票・
印鑑証明書）交付割合

目標値

実績値

95.6 95.8 96.0

実績値 95.4 95.8 96.6 96.8 97.2

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

5 5 5 5

実績値 6 5 5 5 6

17 17 17 17

実績値 23 21 26 24 31関係するSDGs

活動指標

市税における納付方法等の周
知（広報、HP）

回
目標値

目標値

区分 令和３年度

17

マイナンバーカード利用促進の
ための周知

種類
目標値 5

単位：千円 目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの取得促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・本埜ファミリア館保全改修工事
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの取得促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

・市民課、国保年金課、中央駅前出
張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの取得促進
・出張所機能の見直しの検討・実施
・コンビニ・マルチペイメント等での収
納業務の継続
・新たな納付環境の情報収集

根拠法令
関連計画

第６次行政改革実施計画
印西市DX推進方針

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 窓口サービスなどの充実

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 75

単位：円

当初予算 857,211,000円

事業の実施目的
及び概要

　感染症の拡大防止に伴う新しい生活様式に対応するなど、市民ニーズに応じた手続きしやすい窓口サービス
を提供するとともに、各種証明書交付の利便性向上を図るため、マイナンバーカードを利用したコンビニ等での
証明書交付サービスを促進します。
　また、これまで提供してきたコンビニ納付や土曜開庁、中央駅前出張所でのサービスを継続させるほか、窓口
の民間委託化や統合化を進め、効率的な窓口サービス体制の構築を図るとともに、市税など公金の納付機会
の更なる充実に努めます。

予算現額 581,558,000円

決算額 564,941,715円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 窓口サービスなどの充実 担当部署名
市民課、納税課、

国保年金課

令和７年度の
事業実績・成果

・市民課、国保年金課、中央駅前出張所窓口の業務委託の実施
・マイナンバーカードの利用促進
・多様な方法による市税等の収納業務の実施
・コンビニ、マルチペイントでの収納業務を継続実施
・本埜ファミリア館保全改修工事完了
・支所出張所機能の見直しの検討

関連施策 【5-4】　市民サービスの充実



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

引き続き継続して実施していく。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった 計画通りに実施することができた。

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費 市民相談事業に要する経費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである 計画通りに実施することができた。

2-1-1 一般管理費 行政相談事業に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである 相談を希望する市民へ必要な情報を提供することができた。

事業費 2,084千円 2,081千円 2,081千円 実績値

目標値

成果指標

法律相談の利用者数（年間） 人

市民生活相談（司法書士）の利
用者数（年間）

人

実績値

目標値

72 72

実績値 63 68 68 62 71

市民生活相談（税理士）の利用
者数（年間）

人
目標値 58 72 72

72 72 72 72

実績値 70 68 66 71 70

目標値 58

288 288 288

実績値 270 271 267 256 264

目標値 260 288

実績値

目標値

実績値

目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・法律相談の実施（月3回）
・司法書士相談の実施（月1回）
・税理士相談の実施（月1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）
・市民相談室開設

・法律相談の実施（月3回）
・司法書士相談の実施（月1回）
・税理士相談の実施（月1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）

・法律相談の実施（月3回）
・司法書士相談の実施（月1回）
・税理士相談の実施（月1回）
・人権よろず相談の実施（月1回）
・行政相談の実施（月1回）

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度）

単位：千円 市民生活相談（税理士）毎月実
施

回
目標値 12 12 12 12 12

12 12 11 12実績値 12

市民生活相談（司法書士）毎月
実施

回
目標値 12 12 12 12 12

実績値 12 12 12 12 12

36 36 36

実績値 36 36 36 35 36

担当部署名
市民活動推進課

秘書広報課

令和７年度の
事業実績・成果

令和７年度より相談会場をコスモスパレットの市民相談室に移動し利便性
の向上を図った。
相談内容をあらかじめメモなどにまとめてきていただいたことで、決められ
た相談時間の中で効率よく相談ができていた。
急を要する相談者には関係機関を紹介することができた。

関連施策 【5-4】　市民サービスの充実

関係するSDGs

活動指標

法律相談毎月実施 回
目標値 36 36

区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

根拠法令
関連計画

人権擁護委員法
行政相談員法

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 76

単位：円

取組方針 各種相談の実施

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

当初予算 2,084,000円

事業の実施目的
及び概要

　日常生活における悩みや問題について相談を希望する市民に対し、専門的な知識や経験を有する相談員か
ら、相談者が自ら解決するための助言及び他の相談機関の情報を受ける機会を提供することを通じて、市民
生活の向上に資することを目的とし、法律相談や市民生活相談などを実施します。

予算現額 2,084,000円

決算額 2,077,259円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 市民相談の実施



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

引き続きホームページや行政資料コーナーを活用して、市民の関心の高い情報を積極的に提供していく。また、長期保存文書の
保管場所の確保、既存施設を有効活用するなど、文書保管場所の確保に取り組んでいく。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった 市政情報の公表及び提供の積極的な推進を図る。

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費 文書管理の推進事業
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

2-1-1 一般管理費 情報公開に要する経費

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである
目標値を下回る結果となったが、各課が公表する市政情報の件
数は前年度に比べ増加した。

2-1-1 一般管理費 総務事務費

事業費 4,853千円 4,853千円 4,853千円 実績値

目標値

成果指標

市政情報の公表・提供数 件
目標値 1,316 1,374

目標値

実績値

目標値

目標値

実績値

実績値

目標値

実績値

1,432 1,490 1,548

実績値 877 999 1,085 1,159 1,268

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

1 1 1 1

実績値 1 1 1 1 1

4 4 4 4

実績値 4 4 4 4 4関係するSDGs

活動指標

各課情報公表・提供の情報一
覧の公表

回
目標値

目標値

区分 令和３年度

4

ファイリングの点検 回
目標値 1

単位：千円 目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

・市民への情報の公表・提供の推進
を図るためのホームページの活用
及び行政資料コーナーの充実
・文書ファイリングシステムに係る実
地点検の実施による職員の文書管
理に対する意識向上の促進

根拠法令
関連計画

印西市情報公開条例

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 情報公開制度の適正な運用

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 77

単位：円

当初予算 4,853,000円

事業の実施目的
及び概要

  情報公開制度の適正な運用に努めるとともに､公文書の適正な管理を行い、市民への情報公開・情報提供を
積極的に推進します。また、市民への積極的な情報提供を行うための手段である行政資料コーナー（行政資
料室）の整備やホームページへの掲載に努めます。

予算現額 4,815,000円

決算額 3,542,125円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 情報公開制度の適正な運用 担当部署名 総務課

令和７年度の
事業実績・成果

情報公開制度の適正な運用を行い、市民への情報の公表・提供の推進を
図るため、ホームページを活用、行政資料コーナーの充実に努めた。ま
た、文書ファイリングシステムについて抽出した３課（市民活動推進課(男女
共同参画係は除く)、木下交流の杜歴史資料センター、印旛支所市民サー
ビス課）を対象に実地点検を実施し、職員の文書管理に対する意識の高揚
を図った。

関連施策 【5-4】　市民サービスの充実



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 78

単位：円

当初予算 1,058,000円

事業の実施目的
及び概要

  多様化する行政需要に対応した、将来にわたる持続可能な行政運営を図るため、第６次印西市行政改革大
綱に基づき、BPR（業務改革）の手法やICTを活用した、事務事業の見直しや事務改善を推進します。

予算現額 1,058,000円

決算額 899,346円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 事務事業の見直しと事務改善の推進 担当部署名 総務課

令和７年度の
事業実績・成果

・行政診断に基づき、以下の改善策を進めた。
・ＲＰＡは新規で3業務開始した。
　乳幼児健康診査実施状況届AI-OCR読み取り業務（子ども家庭課）
　補助金申請登録業務（環境保全課）
　給付金口座登録業務（社会福祉課）
・市民利用が多い施設にキャッシュレス端末を設置したことで、キャッシュレ
ス決済利用件数を引き続き増加させることができた。
・文書の電子決裁化率について、市長決裁までを電子決裁とすることで、目
標には満たなかったものの、62.6％と前年度の29.4％から大きく増加した。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

第６次印西市行政改革大綱
第６次印西市行政改革実施計画

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 事務事業の見直しと事務改善の推進

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

関係するSDGs

活動指標

キャッシュレス決済端末設置窓
口数

台
目標値

目標値

区分 令和３年度

-

目標値

単位：千円 目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
★行政手続きの押印見直し
★行政文書の電子決裁推進
★行政診断に基づく改善策の実施

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
★行政手続きの押印見直し
★行政文書の電子決裁推進
★行政診断に基づく改善策の実施

・ＲＰＡ等の導入による事務改善推
進
・キャッシュレス決済の推進
★行政手続きの押印見直し
★行政文書の電子決裁推進
★行政診断に基づく改善策の実施

9 9 23 23

実績値 4 9 23 23 23

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

実績値

ＲＰＡ利用事業数

目標値

実績値

3,000 8,000 9,000

実績値 793 5,855 10,311 22,079 27,980

件
目標値 2 3 5

1,200 1,200

実績値 817 1,067 1,104 1,164 1,164

10 11

実績値 3 7 7 10 13

押印不要とした手続き数 件
目標値 240 720 960

70 70

実績値 - 12.6 18.4 29.4 62.6
電子決裁化率（供覧・起案） ％

目標値 - 50 60

事業費 1,058千円 1,058千円 1,058千円 実績値

目標値

成果指標

キャッシュレス決済利用件数 件
目標値 1,500 1,900

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費 行政改革に要する経費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

キャッシュレス端末について、市民利用が多い施設への設置は
完了した。

②成果に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

目標には満たなかったものの、電子決裁化率が前年度を上回
り、業務を効率化することができた。また、キャッシュレス端末を
各施設に設置したことで、キャッシュレス決済利用件数の増加が
続いており、市民サービスの向上に資することができたと考え
る。

③総合的な評価 B　ほぼ計画どおりの事業実績・成果であった

決裁事務の効率化により、職員の業務負担軽減に寄与したほ
か、キャッシュレス決済の利用件数増加から、市民サービスの向
上に資することができたと考える。

６．今後の方向性

今後の方向性や課題等

引き続き文書の電子決裁を促進するとともに、歳出伝票の電子決裁化に取り組んでいきたい。また、より質の高い市民サービス
の提供のため、様々な手続きの電子化を進める必要がある。



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

今後の方向性や課題等

　新たに策定した印西市人材戦略のもと、多様な学習機会と研修体系の見直しを図り、職員の自律的な学びを促し、専門性を高
められる育成環境の整備を進める。

③総合的な評価 A　計画以上の事業実績・成果であった

６．今後の方向性

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費 職員研修費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

②成果に対する評価 A　目標値を上回る

事業費 8,927千円 8,927千円 8,927千円 実績値

目標値

成果指標

階層別研修参加者数 人
目標値 90 71

目標値

実績値

目標値

人
目標値 40 40 40

実績値

40 72

実績値 38 47 100 119 139
専門研修参加者数

目標値

実績値

94 93 73

実績値 78 75 153 165 154

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

40 40 40 45

実績値 32 43 46 49 46

90 90 90 95

実績値 105 96 117 126 120関係するSDGs

活動指標

研修数 講座
目標値

目標値

区分 令和３年度

90

うち、専門研修数 講座
目標値 40

単位：千円 目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

★階層研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

★職階に応じた階層別の研修で
は、適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

★階層研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

★職階に応じた階層別の研修で
は、適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

★職員の外部出向・外部人材の受
入れを積極的に行い、職員の専門
性を育てる。

★階層研修・専門研修・特別研修・
職場研修（ＯＪＴ）等の実施

★職階に応じた階層別の研修で
は、適切な時期に研修を実施する。
また各種研修メニューを全職員に紹
介し、積極的に研修の参加を促す。

★職員の外部出向・外部人材の受
入れを積極的に行い、職員の専門
性を育てる。

根拠法令
関連計画

印西市職員人材育成基本方針

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 職員の育成

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 79

単位：円

当初予算 8,927,000円

事業の実施目的
及び概要

  専門的、実務的な知識の習得、政策形成、対人折衝、職務遂行等の能力向上を図り、系統立てた人材育成
を推進することにより、社会情勢の変化や様々な行政課題に対応できる職員を育成し、組織としての総合力を
高めていきます。

予算現額 8,911,000円

決算額 7,580,611円

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 職員の育成 担当部署名 人事課

令和７年度の
事業実績・成果

　階層研修・専門研修・特別研修・職場内研修（ＯＪＴ）を実施した。
　階層別研修では、経験年数の基準から職員を指定し、受講を実施した。
　令和７年度の活動指標については、研修数、専門研修数ともにそれぞれ
目標値を達成することができた。
　同様に、成果指標についても、階層別研修及び専門研修ともにそれぞれ
目標値を上回ることができた。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 80

単位：円

当初予算 1,028,410,000円

事業の実施目的
及び概要

　公共施設の老朽化が進む中で、将来的には人口減少や少子高齢化の進行により、公共施設の更新などに
充当できる財源を確保することが難しくなり、公共施設などを適正に維持することが困難になると予想されてい
ます。したがって、公共施設の更新などの費用負担を軽減するため、公共施設の集約化や複合化などに取り
組み、公共施設保有量の縮減を図ります。
　また、公共施設の維持管理費の縮減や管理運営の効率化を図るため、指定管理者制度の導入などの民間
活用を推進するとともに、取り組みにより生じた公共施設跡地の売却や貸付などにより財源の確保に努めま
す。

予算現額 969,138,000円

決算額 951,665,953円

翌年度
繰越額 1,823,000円

実施計画事業名 公共施設マネジメントの推進 担当部署名
資産経営課、生涯学習課、
印旛支所市民サービス課

令和７年度の
事業実績・成果

・印西市公共施設等総合管理計画及び印西市公共施設適正配置アクションプ
ランの実施状況等については、所管課からヒアリング等を行い把握し、進捗管
理に努めた。
・指定管理者制度の導入については、既導入施設にかかるモニタリングや非
公募・再指定にかかる手続きについては滞りが無いよう調整を図った。導入済
施設のモニタリング結果は概ね良好で、市民サービス向上に寄与しているとと
もに、指定管理料が直営時の設計額を下回るケースが多く、費用対効果も確
認できた。
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設の整備については、２号館の解
体工事、敷地内市道の敷設工事の各工事が完了した。
令和７年４月から中央駅前地域交流館（コスモスパレット）の運営を開始した。
・ふれあいセンター印旛大規模改修工事は目標値に届かないものの、予定ど
おり工事は進捗している。
・木下駅前にぎわい広場への公共施設整備を視野に入れた木下エリア活性化
をはじめとし、公民連携アドバイザーの活用や視察等を通じて、調査・研究に
努めた。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

印西市公共施設等総合管理計画
印西市公共施設適正配置実施方針
印西市公共施設適正配置アクショ
ンプラン
印西市公共施設長寿命化計画
（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設整備基本計画 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 公共施設マネジメントの推進

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

関係するSDGs

活動指標

進捗管理に関する施設所管課
等ヒアリング

回
目標値

目標値

区分 令和３年度

1

印西市公共施設等総合管理計
画の一部改訂

％
目標値 100

単位：千円 （仮称）千葉ニュータウン中央駅
圏複合施設の民間事業者公募

回
目標値 1

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理及
び見直し
・指定管理者制度の導入推進
・（仮称）千葉ニュータウン中央駅圏
複合施設にかかる外構及び道路の
建設
・ふれあいセンターいんば改修及び
複合化工事
★公民連携手法による公共施設整
備等の調査・研究

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理及
び見直し
・ふれあいセンターいんば改修及び
複合化工事
★公民連携手法による事業の推進

・公共施設等総合管理計画及びア
クションプランに基づく進捗管理
★公民連携手法による事業の推進

公民連携にかかる研修会等へ
の参加

1 1 1 1

実績値 1 1 1 1 1

100 - - -

実績値 75 90 100 - -

- - - -

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値 1 - - - -

7

目標値

実績値

人
- - - - 7

実績値 - - - -

目標値 R32年度までに34,492㎡（R2年度末時点）の11％
を縮減する。実績値

目標値 8 5

75 100

3 - 2

実績値 8 5 3 - 1

実績値 - 25 50 75 100

（仮称）千葉ニュータウン中央駅
圏複合施設の整備

％
目標値 - 25 50

70

実績値 - - - 10 42

ふれあいセンターいんば改修
及び複合化工事

％
目標値 - - -

- 50

事業費 1,028,410千円 2,156,993千円 1,251千円 実績値 - - -

公共施設等総合管理計画の見
直し

％
目標値 - - -

- 20

成果指標

公共施設の延床面積 ㎡

指定管理者制度の新規導入 施設

10

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

2-1-1 一般管理費 公共施設等の総合管理に要する経費
①活動に対する評価 B　ほぼ目標値どおりである

2-1-1 一般管理費 （仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業（総務費）

②成果に対する評価 C　目標値をやや下回る
令和8年度に公共施設等総合管理計画の見直しを行うため、時点修正
に必要な資料の収集に努めた。

2-1-9 支所費 印旛支所施設管理に要する経費

9-5-4 公民館費 （仮称）千葉ニュータウン中央駅圏複合施設整備事業（教育費）

③総合的な評価 C　計画をやや下回る事業実績・成果であった

指定管理者制度の新規導入を推進することで、多様化する市民ニーズ
に対応し、市民サービスの向上を図る。また、公共施設等総合管理計
画の見直しを加速させることで、公共施設マネジメントの方向性を示す
とともに、持続可能な公共施設の実現に向けた検討を進めていく。

６．今後の方向性

今後の方向性や課題等

引き続き、公共施設等総合管理計画及びアクションプランの進捗管理に努めるとともに、「ふれあいセンターいんば」の改修及び
複合化工事公共ならびに、公共施設等総合管理計画の見直しを滞りなく進める。



３．事業実績等

４．指標及び実績値

２．実施計画の内容（第５次実施計画）（★は市長公約事項）

令和７年度分　実施計画事業評価票

１．事業の概要
事業番号 81

単位：円

当初予算 －

事業の実施目的
及び概要

　市域全体の公共施設の整備について、印西市公共施設整備基本方針に基づき推進を図ります。

予算現額 －

決算額 －

翌年度
繰越額

－

実施計画事業名 公共施設の配置などの適正化の推進 担当部署名 資産経営課

令和７年度の
事業実績・成果

　　令和4年12月に策定した印西市公共施設整備基本方針に基づく進行管
理として、関係各課から提出のあった進捗状況に関する調書をもとにヒアリ
ングを実施するとともに、その内容について作業部会にて報告をした。
　印西牧の原駅圏複合施設に係る、市が構想案で示した導入機能（案）に
ついて市民意見募集及び対話会を実施し、市民のニーズと市が考える複
合施設の構想案が一致しているか把握に努めた。また、市場性の有無や
公募に向けた課題等を把握するため、サウンディング型市場調査を行っ
た。

関連施策 【5-5】　持続可能な行財政経営の実現

根拠法令
関連計画

印西市公共施設整備基本方針
印西市公共施設等総合管理計画

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

取組方針 公共施設の配置などの適正化の検討

総合戦略
基本目標④
ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域を
つくる

指標内容 単位

関係するSDGs

活動指標

庁内検討組織での検討 回
目標値

目標値

区分 令和３年度

3

目標値

単位：千円 目標値

年度別の実施内容
（具体的な内容

及び数量）

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理
★将来的な公共施設の在り方、整
備方針等の検討

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理
★将来的な公共施設の在り方、整
備方針等の検討

・公共施設整備基本方針に基づく進
行管理
★将来的な公共施設の在り方、整
備方針等の検討

3 5 5 5

実績値 6 6 9 10 19

実績値

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 令和９年度（2027年度） 実績値

実績値

各施設に係る計画の策定

目標値

実績値

- - -

実績値 80 100 - - -

件
目標値 - - 1

実績値

1 1

実績値 - - 1 0 0

目標値

実績値

目標値

事業費 実績値

目標値

成果指標

公共施設整備基本方針の策定 ％
目標値 100 100

５．事業に対する評価

関係予算

款項目 予算科目名 予算事業名（大事業予算） 評価項目 評価値 備考（評価結果へのコメント又は項目についての課題）

①活動に対する評価 A　目標値を上回る

②成果に対する評価 C　目標値をやや下回る
公共施設の在り方について庁内検討組織で検討を行ったが、各
施設に係る計画の策定には至らなかった。

③総合的な評価 C　計画をやや下回る事業実績・成果であった
公共施設の在り方について庁内検討組織で検討を行ったが、各
施設に係る計画の策定には至らなかった。

６．今後の方向性

今後の方向性や課題等

印西市公共施設整備基本方針に基づく進行管理を継続するとともに、多極・循環型のまちづくりをにおける市役所の在り方検討
や公民連携手法を活用した印西牧の原駅圏複合施設配置検討等を含め、将来の公共施設における利用者目線での空間づくり
を推進し、施設の質を高め、より魅力的な公共施設の整備に努める。


